
　
「
千
宇
文
」
を
書
き
ま
し
ょ
う
！

千
字
文
を
練
習
す
る
時
、
少
し
知
識
を
も
っ
て
、
千
字

文
に
向
か
う
と
、
さ
ら
に
興
味
深
く
練
習
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

◆
「
千
宇
文
」
の
内
容
は
？

　
千
字
文
は
「
天
地
玄
黄
」
か
ら
「
焉
哉
乎
也
」
ま
で
、
天

　
文
、
地
理
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
歴
史
、
倫
理
な

　
ど
の
森
羅
万
象
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
四
宇
を
Ｉ

　
句
と
す
る
二
百
五
十
の
短
句
か
ら
な
り
、
全
体
が
脚

　
韻
に
よ
り
九
段
に
分
か
れ
て
い
る
。

◆
「
千
字
文
」
は
何
の
た
め
に
？

　
中
国
古
代
よ
り
児
童
の
文
字
を
学
ぶ
初
歩
の
教
科

　
書
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
、
中
国
よ
り
伝
来
さ
れ
た

　
日
本
で
も
習
字
の
手
本
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま

　
れ
て
い
る
。

◆
「
千
字
文
」
は
い
つ
だ
れ
が
作
っ
た
？

　
中
国
。
六
朝
時
代
の
教
科
書
。
晋
の
王
義
之
の
筆
跡

　
を
集
め
。
重
複
し
な
い
千
の
漢
字
を
二
百
五
十
句
の

　
四
字
句
に
綴
っ
た
も
の
。
ご
く
最
近
ま
で
識
字
と
習

　
字
の
た
め
の
初
心
者
用
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
。

　
陳
。
隋
の
智
永
。
唐
の
欧
陽
絢
。
拷
遂
良
ら
の
名
跡

　
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
南
朝
梁
（
宕
｀
ふ
忿
）
の
武
帝
が
、
文
章
家
と
し
て

し
ゆ
う
こ
’
ワ
し

有
名
な
文
官
の
周
興
嗣
(
4
7
0
‐
5
2
1
)
に
文
章
を
作
ら

せ
た
も
の
で
あ
る
。
周
興
嗣
は
。
皇
帝
の
命
を
受

け
て
一
夜
で
千
宇
文
を
考
え
。
皇
帝
に
進
上
し
た

と
き
に
は
白
髪
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
伝
説
が
あ

る
。

◆
「
千
字
文
」
は
千
字
違
う
？

　
全
て
違
っ
た
文
字
で
、
丁
字
も
重
複
し
て
い
な
い
。

　
た
だ
し
「
女
寡
貞
架
」
の
「
架
」
と
「
軌
扇
員
潔
」
の

　
「
潔
」
は
音
も
意
味
も
同
じ
で
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
に
よ

　
っ
て
は
両
方
「
潔
」
に
作
っ
た
り
、
「
潔
」
の
異
体
字
の

　
「
凛
」
に
作
る
も
の
も
あ
る
。

　
数
字
で
は
「
一
」
「
三
」
「
六
」
「
七
」
、
方
角
で
は
「
北
」
、

　
季
節
で
は
「
春
」
、
地
理
で
は
「
山
」
が
無
い
な
ど
、

　
初
学
者
に
必
要
な
漢
字
が
抜
け
て
い
る
。
二
百
三
十

　
三
文
字
が
日
本
の
常
用
漢
字
外
で
あ
る
。

◆
「
千
字
文
」
を
書
い
た
の
は
？

　
能
書
家
と
し
て
有
名
な
東
晋
の
王
義
之
の
字
を
、
殷

　
鉄
石
に
命
じ
て
模
写
し
て
集
成
し
、
書
道
の
手
本
に

　
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
王
義
之
の
字
で
は
な
く
、
魏

　
の
鍾
鎬
の
文
字
を
使
っ
た
と
い
う
説
も
あ
゛
る
。
完
成

　
当
初
か
ら
非
常
に
珍
重
さ
れ
、
以
後
各
地
に
広
ま
っ

て
い
き
、
南
朝
か
ら
唐
代
に
か
け
て
流
行
し
、
末
代

以
後
全
土
に
普
及
し
た
。

書
道
の
手
本
と
し
て
は
、
智
永
が
楷
書
と
草
書
の

二
種
の
書
体
で
書
い
た
『
真
草
千
宇
文
』
が
有
名

で
あ
る
。
そ
の
後
、
草
書
千
字
文
、
楷
書
千
宇
文

な
ど
、
様
々
な
書
体
の
千
宇
文
が
作
ら
れ
た
。
ま

た
、
篆
書
、
隷
書
、
楷
書
、
草
書
で
千
宇
文
を
書

い
て
並
べ
た
『
四
体
千
宇
文
』
な
ど
も
あ
る
。
他

に
も
数
多
く
の
歴
代
の
能
書
家
が
千
字
文
を
そ
れ

ぞ
れ
の
書
体
で
書
き
、
遺
さ
れ
て
い
て
、
法
帖
に

よ
り
私
達
も
日
常
目
に
触
れ
る
こ
と
が
多
い
。

◆
「
千
字
文
」
の
利
用
は
？

　
千
字
文
は
、
日
本
の
い
ろ
は
順
な
ど
の
よ
う
に
、

　
号
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

　
挙
で
は
受
験
生
の
個
室
へ
行
く
通
路
を
千
字
文

　
区
別
し
た
。
ま
た
あ
る
富
く
じ
で
は
、
千
宇
文
の

最で科番

初
の
八
十
文
字
（
天
か
ら
皇
ま
で
）
か
ら
い
く
つ
か

を
ハ
ト
に
選
ば
せ
、
当
た
っ
た
文
字
数
に
よ
っ
て
賞

金
を
得
る
し
く
み
で
使
わ
れ
た
。

◆
「
千
宇
文
」
は
他
に
も
あ
る
？

　
『
続
千
宇
文
』
（
侍
其
良
器
、
宋
時
代
）
『
集
千
宇
文
』

　
（
徐
青
藤
、
明
）
な
ど
類
似
本
が
出
さ
れ
た
が
、
周

　
興
嗣
作
の
千
字
文
が
最
も
普
及
し
て
、
現
在
に
至
っ

　
て
い
る
。

◆
日
本
に
伝
来
さ
れ
た
千
字
文
は
？

　
各
地
か
ら
見
つ
か
る
律
令
期
か
ら
奈
良
時
代
の
も

　
の
の
中
に
、
文
字
の
練
習
や
書
籍
の
文
字
を
書
き
写

　
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
習
書
」
と
総
称
す
る
。

　
こ
の
習
書
木
簡
に
多
く
み
ら
れ
る
の
が
『
論
語
』
と

　
『
千
字
文
』
で
あ
る
た
め
、
漢
字
を
学
ぶ
手
本
と
し

　
て
比
較
的
は
や
く
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。

　
正
倉
院
へ
光
明
皇
后
が
寄
進
し
た
と
き
の
目
録
『
国

　
家
珍
宝
帳
』
（
ｇ
）
）
や
、
最
澄
が
延
暦
寺
に
納
め
た
図

　
書
目
録
等
他
に
も
多
く
の
千
字
文
に
つ
い
て
の
資

　
料
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
簡
単
に
千
宇
文
の
概
略
を
紹
介
致
し
ま
し

た
が
、
書
物
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
さ
ら
に
詳
し
く
し

ら
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
　
千
宇
文
へ
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

快
い
達
成
感
が
味
わ
え
る
こ
と
と
思
ま
す
。
（
悦
舟
）
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